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皿.調 査 の概 要お よび調査結 果
前節で用いた定義をもとに、関西圏に在住す
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(表注1)階 層合成変数 を作成 するために投入 した変 数には
「家族 とよ く会話 する」、 「家 に勉 強す る雰 囲気 が
ない」「よく図書館を利用」「しっか り宿題 をする」
を使用




































表3高 校3年 生1～2月 時点における進路予定 と社会階層






























































































































(資料)耳 塚寛 明 「誰が フリーターになるのか 一 社会階層的背景の研究一」
小杉礼子 『自由の代償/フ リーター』 日本労働研究機構2002p.135
表4全 変数を独立変数とした 「使い捨てられる若者」の分散分析結果
立ちすくむ 経過的 たどり着かず 学力上昇 学力最上位
年齢 0.154 0.647 0.503 0.691 11:
性別 2.364 0.162 3.469 0.137 0.202
自分の時間を有効に使う 4.349** 0.103 2.980 0.140 0.262
将来就きたい仕事がわからない 2.075 1.013 1.791 1! !1
アルバイ トだけでも生活できる 0.258 0.001 0.238 1.134 0.020
努力して働くことがイヤ 0.367 0.010 0.225 0.113 1.511
自分にあった仕事を探 している 0.817 5.775** 0.662 5.712** 0.181
正社員よりもたくさんお金が稼げる 0.056 0.428 0.007 7.548 0.220
低賃金でも 「やりがい」 3.381 !1 0.076 0.459 5.298**
一生低賃金に賛成 0.403 0.669 0.558 0.144 2.611
低賃金でも好きな仕事or高収入だが嫌な仕事 0.546 0.469 0.272 0.029 3.977**
アルバイ ト経験 1・ 0.181 0.191 2.221 1.069
周囲のフリーター率 1.124 0.130 3.567 11:1 1.967
親の教育関心が高い 6.679** o.000 1:. 9.094***0.853
塾に通っていた 2.252 2.391 0.158 7.328***0.063
博物館 ・美術館に行く 0.021 0.265 0.923 2.211 0.439
動物園 ・キャンプに行く 0.691 1・: 3.251 0.451 0.051
勉強しろと言われた 11/・ 3.407 0.151 1.380 2.347
学校の話題 0.732 0.050 0.211 0.291 0.052
進路に関して干渉された 0.002 0.062 1.966 2.367 1.011
家族とよく会話 5.115** 2.109 0.582 0.043 1.517
欲しいものを買ってもらえない 0.666 0.132 0.001 1.095 0.134
小遣いをきちんともらう 2.585 0.559 0.250 0.813 10.450***
まわりに勉強する雰囲気なし 2.722 0.379 3.596 0.032 0.341
図書館を利用 2.417 6.124** 2.427 0.013 6.889***
テレビゲームで遊ぶ 2.790 1.596 0.003 0.663 0.022
宿題をきちんとする 4.743** 3.679* 10.571***0.159 5.239**
家族で外食する 0.003 1.427 0.017 0.831 0.076
友達が多いほう 5.677** 1.467 0.332 0.245 1:1:
ぼ一っとしている 0.034 0.832 2.186 0.142 0.509
学校が好き 4.610** :1・ 0.043 0.154 2.010





迷う 経過的措置 たどりつかない 学力上昇 学力最上位
性 別(男 性=1、 女性=2)-0.055
塾 に通 って いた0.110
学 校 が 好 き 一〇.084



















R2 0.020 0.020 0.0200.0350.033




も 『や りがい』」の項 目でのみ有意な結果を得
られたが、他の項目ではほとんど有意な結果を
得ることができなかった。また、決定係数の値























えている項 目は 「将来就 きたい仕事がわからな





















































































術ではその仕事 に就 くのは難 しい。そこで、生
活費を稼 ぐため、 自分の志望の仕事に就 くため
の経過的措置として 「使い捨てられる若者」を
選択していることが多いと考えられる。



















































































































































































































































































































































































]V.学力 が 上 昇 し た若 者
① 塾 に通 って いた(-0.167)
② 自分 にあ った 仕 事 を 探 して い る(0.149)
③ 博 物 館 ・美 術 館 に行 く(0.116)
④ 仲 の よ い先 生 が 多 い(0.083)
⑤ 正 社 員 よ り もお 金 が 稼 げ る(0.058)
⑥ ア ル バ イ トだ け で も生 活 で き る(0.033)
⑦ 女 性(-0.031)
⑧ 欲 し い もの を 買 って も らえ な い(0.031)




















皿.「迷 路 」 に た ど り着 か な い若 者
① 宿 題 を き ちん とす る(-0.183)
② 男性(0.108)
③ 周 囲の フ リー タ ー率 高 い(0.098)
④ 動 物 園 ・キ ャ ン プ に行 く(0.084)
⑤ 努 力 して働 く こ と が イヤ(-0.076)
⑥ まわ りに勉 強 す る雰 囲気 な し(0.051)
⑦ 正 社 員 よ りも た く さん 稼 げ る(-0.007)




























































して 「や りがい」をキーワー ドに過酷な労働条
件を強い られることをいとわないことがあげら
れ る。「低賃金でも 『や りがい』がある」ので
現在の仕事を続けている若者はこの3層 から多
く排出されている。なぜなら、Vの学力最上位
















































































(資料)志 水宏吉 「低学力への戦略 一『効果 のある学校』







































































剛彦 『学校 ・職業 ・選抜の社会学』東京大学
出版会1991pp.213-228)
(注3)堀有喜衣 「高校生 とフリーター」小杉礼子
『自由の代償/フ リーター』 日本労働研究 ・
研修機構2002p.ll9
(注4)社会階層変数として取 り出した項目は以下の
とお りである。① 家族とよく会話 をする、
② 友達に勉強する雰囲気がなかった、③ 図
書館 を利用する、④学校の宿題はきちんとし














































(注6)志水宏吉 「低学力への戦略 一 『効果のある学
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